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審査証明の結果

袋材は、次の性能を有することが確認された。

(1) 構造特性　
袋材は、1t、2t、3t、4t、8t 程度の中詰め材を充填した後、吊り上げ可能であることが確認された。また、中詰め材が抜
け出しにくい網目の大きさであり、数ヶ所破断しても中詰め材が抜け出しにくい構造であることが確認された。

(2) 強さ特性　
袋材は、中詰め材を充填した後、吊り上げ吊り降ろし及び、落下衝撃に耐え得ること。また、小石などとの摩耗に耐え得る
強さを有することが確認された。

(3) 耐久性　
袋材は、十分な耐候性、耐薬品性及び、耐腐植土性を有することが確認された。

(4) 耐燃焼性　
袋材は、燃焼時においても延焼しないこと及び、人体に有害なガスを発生しないことが確認された。

(5) 生態系への影響　
袋材は、生態系の生息を阻害するような有害物質を水中に溶出しないことが確認された。また、内分泌撹乱作用を有すると
疑われる化学物質を含まない素材であることが確認された。

(6) 施工性　
袋材は、中詰め材として玉石、割栗石及び、コンクリート塊なども充填ができることが確認された。また、河床面の凹凸に
追従し、屈撓性が良く、積み重ねが可能で、陸上から水中への設置が容易に行えることが確認された。

2023年 3月24日～2028年 3月23日

審査証明有効年月日

ナカダ産業株式会社 〒428-0019  静岡県島田市志戸呂880-3
 　　　　営業部 TEL 0547-45-3141　FAX 0547-46-4123
小浜製綱株式会社 〒917-0026  福井県小浜市多田3号10番地

技術保有会社／お問合せ先

建技審証第0223号

技術の適用範囲

「Ｅ－ユニット」は、下記に示す事例の用途に使用可能である。
 1) 河川護岸の根固め工
 2) 橋脚などの根固め工
 3) 海岸の波が小さい箇所における根固め工
 4) 緊急対策用の水防資材

河川護岸の根固め工 橋脚などの根固め工

E－ユニット E－ユニット 橋脚

吸出し防止材

基礎工 基礎工

本概要書は、一般財団法人土木研究センター（PWRC）が行った「建設技術審査証明（土木系材料・製品・技術、道路保全技術）」の結果を、広く関係各位に紹介する目的で作成したものであります。
一般財団法人 土木研究センター（PWRC）企画・審査部　TEL03-3835-3609　http://www.pwrc.or.jp/shinsa.html
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技術の概要

『Ｅ－ユニット　Ｅ－タイプ・ＥＳ－タイプ』は、再生ポリエステル繊維（再生比率 100％）とポリエチレン繊維との混撚

からなる無結節の網地を使用し、中詰め材 1t、2t、3t、4t（50 ㎜～人頭大程度の粒径）、8t（150 ㎜～人頭大程度）の充

填に耐え得る構造特性、強さ特性、耐久性、耐燃焼性を有し、施工性、生態系及び、地球環境への配慮（再生ポリエステルの

使用により天然枯渇資源の消費の抑制）を行った袋材であり、河川根固め工等の材料として用いられる袋材である。

技術の特徴

Ｅ－ユニットは４点吊りのＥ－タイプと、吊上げ高さを低くし作業性を向上させたいという作業現場の要望に応えて改良を行った６点吊りの
ＥＳ－タイプがある。

施工方法

施工手順

１） 型枠に袋材を装着する。

２） バックホウ等を用い、中詰めを行う。

３） 型枠から袋材を吊り出す。

４） 必要数量の袋材を仮置きする。

５） 必要箇所へ設置する。

６） 施工完了。

下記の手順に従い施工を行う。

①袋材の設置 ②中詰め材の充填 ③袋材の口縛り ④吊り上げ

⑤仮置き ⑥設置 ⑦施工完了

①袋材の吊り上げ ②袋材を型枠へ装着 ③中詰め材の充填 ④口縛り

⑤吊り上げ ⑥仮置き ⑦設置 施工完了 (イメージ )
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